
　常日頃からの皆様方のご指導・ご支援に感謝申し上げ
ます。5月8日から新型コロナウイルスの感染症法上の
位置づけは、季節性インフルエンザと同じ5類に引き下
げられました。現在は混乱なく社会経済活動が進められ
ており、このまま社会生活の回復が進み、より豊かな日常
生活が送れることを願います。また、ひたちなか市議会で
は2023年度第2回6月定例会が開催され、私は６回目
となる一般質問に臨みました。（質問内容等については
ページ4、5に掲載）今後も皆様方が安心して働き生活で
きるさらなる環境の整備に向け全力で取組んで参りま
す。引き続きのご指導とご支援をよろしくお願いいたし
ます。
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より豊かな日常生活の実現に向けて、
　　　　　　　　　　全力で取組みます

　都市計画道路『東石川高野線』において、六ツ野土地区画整理事業により進めてきた区間（1,126ｍ）の整備が完了し、3
月28日（火）全線が開通しました。これにより、大島地区と高野・足崎地区が結ばれ、交通アクセスの利便性が向上しました。

近隣に位置する外野小学校および大島中学校の通学路としても、歩道付の道路が整備されたことにより
安全が確保されました。しかし、開通に伴い車の交通量は増加しています。騒音など環境の変化はどう
なのか、引き続き、注視してまいります。
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グリーンカーテンプロジェクト（つだ保育所にて）

東石川高野線　拡幅・開通区間詳細図 東石川高野線
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　近隣に位置する外野小学校および大島中学校の通学路としても、歩道付の道路が整備されたことに
より安全が確保されました。しかし、開通に伴い車の交通量は増加しています。騒音など環境の変化は
どうなのか、引き続き、注視してまいります。
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　第208回の国会にて成立した、こども家庭庁設置法およびあらゆる子ども政策の基盤となる基本理念を定め
た、こども基本法が施行され、『こども家庭庁』が4月1日に発足されました。地方自治体における、こども政策
の連携体制はどのようになるのか、4月11日（火）概要等について調査を行ないました。

4月26日（水）、17時30分から日立Astemo佐和事業所ホールならびにTeamsに於いて、『北原ゆうじ後
援会総会・市政報告会』を開催いたしました。当日は会場95名・Teams 133名、合計228名の皆様にご参
加をいただきました。総会では、梶山後援会会長、安顧問から激励を込めた挨拶をいただき、その後2022年度
の活動報告、2023年度の活動方針について報告、さらに本年10月施行予定のひたちなか市議会議員選挙3期
目の擁立について確認されたことを報告しました。その後は、私の市政報告会を通じて、今年度の活動内容を報
告いたしました。ご支援ご指導をいただきました皆様方に心より感謝申し上げます。

日新クラブ会派（日立グループ議員団）
こども家庭庁の概要等について調査を実施
日新クラブ会派（日立グループ議員団）
こども家庭庁の概要等について調査を実施

　こども政策についての具体的な事務は地方自治体で行なわれます。本市においても、子どもや子育
てに関する支援体制の強化および部の分割による機動的な政策推進体制の整備として、福祉部を分割
し『子ども部』を設置しました。今後の動向について注視してまいります。

Pick UpPick UpPick UpPick UpPick UpPick UpPick UpPick UpPick UpPick UpPick UpPick UpPick UpPick Up
第７回 北原ゆうじ後援会総会･市政報告会を開催第７回 北原ゆうじ後援会総会･市政報告会を開催

ピックアップ③

こども家庭庁より説明を受けている様子

後援会総会・報告会の様子

浅野代議士および日新クラブ議員団
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　外国クルーズ船『ダイヤモンド・プリンセス』が4月21日（金）に『セブンシーズ・エクスプローラー』が5
月6日（土）に常陸那珂港区中央ふ頭に初寄港しました。当日は中央ふ頭を一般開放し、入出港セレモニーやお
もてなしイベントが開催されました。

茨城県常陸那珂港区

外国クルーズ船寄港　歓迎イベントが開催
茨城県常陸那珂港区

外国クルーズ船寄港　歓迎イベントが開催

　クルーズ船は寄港地を中心に多くの観光客が一度に訪れます。また、ショッピングやグルメなどの消
費によって大きな経済効果が見込まれます。今後も観光客の受け入れ強化や交流人口の拡大など、ひ
たちなか市をはじめとする地域の活性化がさらに進むことを期待します。

ダイヤモンド・プリンセス初寄港の様子 セブンシーズエクスプローラーおもてなしイベントの様子
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6月3日（土）浅野さとし衆議院議員事務所（協創政策研究会）が主催した、第4回エネルギー政策研究セミナー
に参加しました。経済産業省　資源エネルギー庁電力・ガス事業部原子力政策課長の遠藤量太氏より、今国会
で成立した『ＧＸ関連2法のポイントと今後の政策動向』について、講演をいただきました。

第４回エネルギー政策研究セミナーに参加第４回エネルギー政策研究セミナーに参加

　近年、国際エネルギー市場の混乱や国内における電力需要ひっ迫等への対応に加え、ＧＸ（グリーン・
トランスフォーメーション）の推進が求められています。日本でも電気代が高騰し、家計の負担は大きく
なっています。エネルギーの安定供給や脱炭素社会の実現は大変重要な取組みです。地域の状況を十
分に把握し、力強い国のリーダーシップによる今後のエネルギー政策に期待します。

久慈サンピア日立にて
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一般質問項目一般質問項目
質問の内容は下記の通りです。

その中から、２つの質問と答弁について掲載いたします。

１．自治体ＤＸ推進に向けて・・・・・・・・・・・・・・・・【市長・企画部・教育委員会　答弁】
　（１）デジタルを活用したWellbeing について
　（２）ひたちなか市デジタル化推進アクションプランについて
２．市道の維持管理について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【建設部　答弁】
　（１）街路樹の維持管理について
　（２）環境美化里親制度について
３．病児・病後児保育等の充実について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【子ども部　答弁】
　（１）東石川保育所病後児保育について
４．中丸川流域における浸水被害軽減プランについて・・・・・・・・・・・・・・【建設部　答弁】
　（１）雨水幹線整備について
　（２）房田溜・うなぎ溜事前放流について

　ひたちなか市議会、第２回６月定例会において一般質問を行ないました。常日頃から後援会の皆様方や市民
の方々からたくさんのご意見ご要望をいただいています。今回の質問では、今後のデジタル化における市民
サービスの向上に向けた提案および治水対策を含めた都市整備について、大項目４項目（小項目１４点）の質
問を行ないました。今後も、皆様方の声を一つでも多く行政に反映できるように働きかけ等、全力で取組んで
まいります。

Pick UpPick UpPick UpPick UpPick UpPick UpPick UpPick UpPick UpPick UpPick UpPick UpPick UpPick UpPick UpPick UpPick UpPick UpPick UpPick Up ピックアップ⑥
ひたちなか市議会
第２回６月定例会、一般質問に登壇
ひたちなか市議会
第２回６月定例会、一般質問に登壇

支援いただいている多くの皆様に
激励をいただきました。ありがとうございました。

一般質問登壇の様子 傍聴者の皆様と議会棟前にて
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1.（2）自治体ＤＸ推進に向けて ひたちなか市デジタル化推進アクションプランついて

質問　本市は2022年7月から『ひたちなか市デジタル化推進アクションプラン』の計画を進めている。推進
事項の一つには『市民サービスのデジタル化』があり、その中で、ＳＮＳ等を活用した情報発信の充実として
ＬＩＮＥ住民通報ツールの運用がある。（※ＬＩＮＥで道路・公園など損傷や不具合を情報提供できる取組
み）。私は2021年9月の一般質問で、通学路における児童生徒の安全確保の観点から、デジタルを活用した
通報の仕組みとなる提案を行なったが、現在も検討中とのことである。現在運用しているＬＩＮＥ住民通報
ツールは、以前提案したデジタル通報の仕組みと同様の内容であり、通学路も含めた幅広いかたちでの運用
を期待する。そこで、通学路の危険箇所におけるデジタル通報の検討状況および現在運用している『市民レ
ポート』に通学路の報告としての機能を追加し、素早い情報収集と安全対策の強化を図っては如何かと考え
るが、所見を伺う。

答弁　通学路の危険情報を保護者や地域の方々からデジタル通報により受け取り、必要な対応を図ることは、より
安全性が高まると同時に効率的な仕組みであると考える。このため、学校からの緊急連絡や保護者からの児童の欠
席連絡用に令和３年度から導入しているホーム＆スクールアプリに『通学路の危険情報を通報することができる新
たな機能』を追加することについて、開発事業者に要請をしていた。しかしながら、このアプリに通学路情報を収集
する機能を追加することは、『新たな開発となることから、現行のアプリに追加することはできない。』との回答が開
発事業者からあり、ホーム＆スクールの活用を断念した。
『市民レポートに通学路の報告としての機能を追加すること』についてお答えする。『市民レポート』は令和５年１月か
ら市公式ラインアカウント内で運用しており、『まちの不具合を伝える』の画面において『道路・公園・河川・空き家・不
法投棄・下水道』の６つの項目を設定している。市民や利用者から危険箇所などの情報を提供していただくことで、より
迅速な対応を図ることができ、事故防止や安全確保につながるものである。提案をいただいている『市民レポート』に、
新たに通学路の報告機能を追加することは、危険箇所の詳細な情報の入力ができるため、通学路の情報把握が可能にな
る。これにより、児童生徒の通学の安全がより高まると期待できることから、今後、早期に運用できるよう取組んでいく。

4.（2）中丸川流域における浸水被害軽減プランについて 房田溜･うなぎ溜事前放流について

質問　中丸川流域における浸水被害軽減プランの中には、地元自治会や民間企業と協働で水害対策を行なう
計画が盛り込まれている。内容としては、房田溜・うなぎ溜において、可搬式ポンプを活用し事前放流を行
ない、各溜池の貯水容量を増やす水防活動になる。しかしながら、事前放流を実施するための可搬式ポンプ
稼働時間は7時間程度を予定しており、騒音が懸念される。両溜池周辺には、多数の住宅が立ち並ぶ地域で
もあることから、可搬式ポンプの稼働音に対する騒音対策は重要と考える。
　そこで、房田溜・うなぎ溜における事前放流の現在の状況と今後のスケジュールおよび騒音対策の現状や
課題、今後の進め方について伺う。

答弁　事前放流は、台風等の大雨前に溜池の水を放流し水位を下げることにより、雨水を一時的に貯留し河川等へ
の流出を遅らせることで、急激な増水を抑え下流部の洪水被害を軽減することを目的としている。現在の状況とし
ては、５月に事前放流の訓練を、房田溜では民間企業と、うなぎ溜では地元自治会と、市が協働で水防活動に取組ん
でいる。また、今年６月に発生した台風２号の接近に伴い大雨が予想されたことから、房田溜にて企業と協働で事前
放流を実施したところである。今後も事前放流に協力いただき問題点を確認しながら、下流部の洪水被害軽減へと
繋げていく。
　両溜池における騒音対策の現状や課題、今後の進め方については、事前放流に伴う排水ポンプの稼働前に、近隣住
民へ周知文を配布し、ご理解とご協力をお願いしているところであり、現在のところ稼働時に対する苦情等は受けて
いない。しかし、排水ポンプの稼働に伴い作動音が発生している状況であることから、防音対策が必要であると認識
しており、先ず、房田溜において、防音シートを設置するなど対策を施した結果、一定の効果が得られたところである。
今後も両溜池周辺における生活環境に配慮しながら、房田溜ではさらなる防音対策を、うなぎ溜においては、房田溜
での成果を踏まえ、地元の方々と協議を行ないながら防音対策に取組んでいく。

2023 年７月～ 魅力ある元気なひたちなか市をめざして !! ～



2023 年７月

‒ 6 -

　台風などの湿った空気の影響で梅雨前線の活動が活発となり、日本では広い範囲で大雨により被
害が発生しています。また、６月２日～３日には連続して西日本の６県（高知・和歌山・奈良・三重・愛知・
静岡）で合計11回となる『線状降水帯』も発生し、６月の観測史上1位となる大雨になったそうです。
今後、夏までの間に『エルニーニョ現象』が発生する可能性が高い（80％）とも報じられております。
災害時に重要な『自助・共助・公助』の、それぞれの役割をより深く理解し、災害が発生した際は
落ち着いた行動ができるように日頃から準備をしていきたいと思います。

皆様からのご意見･ご要望をお寄せください
この『活動報告』には、皆様方からのご意見・ご要
望など、お寄せ頂く欄を設けております。本用紙を
ご活用頂き、郵送またはＦＡＸ・メール等でご連絡く
ださい。また、送付宛先欄の2次元コードからもご
意見・ご要望をお寄せいただくことができます。

社内便▷（佐）組合後援会事務局経由 北原行き  ※必ず封筒に入れてください。
郵　便▷〒312-0063  ひたちなか市田彦998-5
F A X▷029-275-1680（日立Astemo労組 佐和支部内）
メール▷yuji.kitahara.ye@hitachiastemo.com

※ ご提供いただいた個人情報は「北原ゆうじ」市政相談窓口の用途以外には使用致しません。

※定例会内容については右記の2次元コードなどからご確認ください。

（佐）組合後援会事務局経由　北原  行き

ご意見・ご要望などをお寄せください。

第2回6月定例会｜ひたちなか市公式ウェブサイト (hitachinaka.lg.jp)
https://www.city.hitachinaka.lg.jp/gikai/g_katsudo/1001806/1011277/1011290/index.html

お名前： ご住所： TEL：

２０２3年6月定例会報告
　６月１５日(木)～２８日（水）の１４日間に渡り、第２回６月定例会が開催されました。定例会では４６件の報告及
び議案に対する審議を行ない、いずれも提案の通り同意及び可決しました。また、請願について１件採択しました。

審議案件

報告事項（20件） 議案事項（26件）
・ 2023年度外郭団体事業計画および予算
　 について
・ 2022年度ひたちなか市下水道事業会計
　 継続費繰越計算書の報告について
・ 2022年度ひたちなか市一般・特別会計
　 繰越明許費繰越計算書の報告について
・ 2022年度ひたちなか市上下水道事業
　 会計予算繰越計算書の報告について
・ 2022年度ひたちなか市一般会計事故
　 繰越し繰越計算書の報告について
・専決処分の報告について

・枝川災害避難所の強化拡充に関すること
　 について　

（２件）

（１件）

（８件）

（２件）

（１件）
（６件）

（１件）

・ 2023年度ひたちなか市一般会計
　 補正予算について
・ひたちなか市各種条例の一部を改正
　 する条例制定について（市税・土採取
　 事業の規制・土砂等による土地の埋立
　 て等の規制）
・文化会館屋上防水・外壁改修工事請負
　 変更契約の締結について
・あらたに生じた土地の確認について
・字の区域の変更について
・ひたちなか市農業委員会の任命について　　　

（１件）

（３件）

（１件）
（１件）
（１件）
（19件）

請願採択（１件）
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